
整理番号２０  

完 了 後 の 評 価 個 表 
 

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 平成 26 年度～平成 30 年度（５年間） 

事業実施地区名 
（都道府県名） 

（なんさつ） 
南薩森林計画区 
（鹿児島県） 

事業実施主体 
九州森林管理局 

鹿児島森林管理署 

完了後経過年数 ４年 管理主体 鹿児島森林管理署 

事業の概要・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本事業は、鹿児島県の薩摩
さ つ ま

半島及び鹿児島湾中央部の桜 島
さくらじま

に位置する、

鹿児島市
か ご し ま し

ほか６市２村に所在する国有林野 10 千 ha を対象としている。 

 本計画区の森林の現況は、人工林を主体とした育成林が６千 ha（育成単層林

5,965ha、育成複層林 357 ha）、天然生林が３千 ha となっており、主な樹種とし

て針葉樹はスギ、ヒノキ、クロマツ、広葉樹ではカシ類、シイ類、クスノキなど

で、林相別に分布を見ると針葉樹林５千 ha、針広混交林２千 ha、広葉樹林２千

ha となっている。 

 本計画区は、甲突
こうつき

川
がわ

をはじめとする複数の水系の源流部に位置し、水源かん養

保安林が 57％で、下流部の鹿児島市、南 九 州 市
みなみきゅうしゅうし

等の水がめとして重要な役割を

担っているほか、地域の林業・木材産業の活性化にも貢献している。 

また、活火山で有名な桜島や霧島
きりしま

錦江
きんこう

湾
わん

国立公園、吹上
ふきあげ

浜
はま

県立自然公園など、

恵まれた森林景観を有しており森林レクリエーションや保健休養の場として、保

健・文化・教育的利用等に利用されている。  

本事業は、本地区の森林の有する水源涵
かん

養機能、土壌保全機能、地球環境保全

機能や保健レクリエーション機能などの公益的機能の持続的な発揮と併せ、木材

の安定供給及び地域の活性化にも積極的に寄与するため、コンテナ苗の導入によ

る植栽等の更新作業や間伐等保育作業の森林整備を積極的に推進するとともに、

森林整備事業に必要な路網の開設・改良等を実施したものである。 

 

・主な事業内容 森林整備 更新面積    31ha 

保育面積  1,568ha 

路網整備 開設延長    8.5km 

改良延長    5.6km 

 

・総事業費   1,497,538 千円（税抜き 1,386,609 千円） 

 

 



①  費用便益分析の

算定基礎となった

要因の変化 

 令和５年度時点における費用便益分析結果は以下のとおりである。 

  なお、本事業の事前の計画時点より総費用が増加したものである。 

 

 総便益（B） 9,658,621 千円 

 総費用（C） 2,521,384 千円 

 分析結果（B/C）  3.83 

 

②  事業効果の発現

状況 

本事業の実施を通じ、更新及び保育作業等の森林整備により地球温暖化防止や

水源涵養、山地保全等の公益的機能の維持増進が図られた。 

また、林道等の開設・改良を実施したことにより、森林整備施業地までの到達

時間の短縮や作業コストの縮減など、森林整備経費の縮減が図られた。 

③  事業により整備

された施設の管理

状況 

本事業で整備した森林は、地域における既往の施業体系、特性を踏まえつつ継続

して適正な管理を行っている。 

また、本事業で整備した林道等は定期的に点検、補修等を実施している。 

④  事業実施による

環境の変化 

森林整備の実施により、重視すべき機能（水源涵養機能等）の区分に応じた良好

な森林が形成されつつある。 

また、適切な路網整備により伐採から植栽・保育まで作業の効率性が高まり、

作業コストの縮減、労働の軽減が図られるようになった。 

⑤  社会経済情勢の

変化 

本森林計画区内の林業就労者は減少傾向にあるが、県等地方自治体では、新規林

業就労者を確保するための対策に取り組む等、森林・林業・木材産業の再生に向け

た取組を積極的に進めている。 

また、近年では、森林資源の充実に伴い皆伐が進み、更新箇所も増加してい

る。国有林としても森林・林業・木材産業の成長産業化に寄与するため、路網の

整備を推進するとともに、山地保全、水源涵養など森林の有する公益的機能の発

揮が図られるよう、森林の整備を進めることが求められている。 

⑥  今後の課題等 森林の有する公益的機能を長期にわたって発揮させるため、引き続き森林整備

などを適時、適切に実施していく必要がある。 

また、今後の事業実施においても、ＵＡＶやＩＣＴ等を活用した省力化への取

組を進めるとともに、トータルコストの縮減に繋がる技術開発や地域振興に寄与

するため、国有林で実施している低コスト作業システムの技術情報の提供や意見

交換を行いながら、民国が連携した森林整備に取り組む必要がある。 

 

地元の意見： 

（鹿児島県） 

 特に意見なし。 

（鹿児島市） 

 特に意見なし。 



（いちき串木野市
く し き の し

） 

 特に意見なし。 

（日置市
ひ お き し

） 

 特に意見なし。 

（南さつま市） 

 特に意見なし。 

（枕崎市
まくらざきし

） 

 特に意見なし。 

（南 九 州市
みなみきゅうしゅうし

） 

 特に意見なし。 

（指宿市
いぶすきし

） 

 特に意見なし。 

 

森林管理局事業評価 

技術検討会の意見 

 費用便益分析結果、森林・林業情勢その他社会経済情勢の変化、地元の意向、

また、森林整備事業を行うことにより、水源涵養や山地保全、木材生産等の森林

の持つ多面的機能の維持増進が図られてきており、事業の効果が発揮されている

と認める。 

評価結果  

 

 

 

 

・必要性： 自然環境の維持、山地保全及び水源涵養等、公益的機能の発揮、地

域の特性に応じた適切な森林整備事業の実施など、地域の要請に応え

ており、本事業の実施は必要と認められる。 

・効率性： コンテナ苗の導入や現地に即した路線選定を検討しコスト縮減に努

めており、また、費用便益分析の結果からも十分な効率性が認められ

る。 

・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な路網と森林整備の実施により、森林整備実施箇所へ

のアクセスの向上、コスト縮減が図られるとともに、森林の有する機

能が十分に発揮され、引き続きその効果が発現されるものと見込まれ

るため、有効な事業と認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 鹿児島県

施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

水源涵養便益 洪水防止便益 2,397,388

流域貯水便益 627,459

水質浄化便益 2,412,447

山地保全便益 土砂流出防止便益 1,746,891

環境保全便益 炭素固定便益 585,956

木材生産等便益 木材生産等経費縮減便益 60,199

木材利用増進便益 99,026

木材生産確保・増進便益 898,884

森林整備経費縮減等便益 森林整備促進便益 830,371

総　便　益    （Ｂ） 9,658,621

2,521,384

9,658,621

2,521,384

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 3.83

便　益　集　計　表

（森林整備事業＋路網整備事業）

森林環境保全整備事業（国有林）

南薩森林計画区

大　区　分 備　 　考



令和５年度 林野公共事業評価

筋刈り後の状況

路盤工

施工完了後の状況

筋刈り森林整備（下刈り） 林道改良

「令和５年度 完了後評価実施計画区」位置図

南薩森林計画区
（鹿児島森林管理署管内）




